
こ
こ
に
紹
介
す
る
『
よ
し
の
冊
子
」
は
、
か
っ
て
一
度
も
医
史
学
研

究
の
資
に
供
さ
れ
な
か
っ
た
。
森
潤
三
郎
が
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に

藤
浪
剛
一
・
富
士
川
瀞
の
推
轆
を
得
て
日
本
医
史
学
会
か
ら
『
多
紀
氏

の
事
蹟
」
を
公
刊
し
た
と
き
、
森
は
当
時
上
野
に
あ
っ
た
帝
国
図
書
館

所
蔵
の
駒
井
乗
邨
写
『
鶯
宿
雑
記
」
所
収
の
原
本
を
一
閲
し
て
い
た
と

思
し
い
が
、
同
書
の
記
事
の
使
用
は
わ
ず
か
に
次
の
一
条
に
止
ま
っ
た
。

一
多
紀
安
長
書
を
よ
む
は
才
ほ
と
は
な
し
、
姦
は
な
け
れ
ど
も
大

放
蕩
、
父
安
元
と
父
子
の
間
よ
し
、
妻
を
か
へ
す
時
、
支
度
金
も

小
袖
も
返
さ
す
、
む
せ
う
に
人
を
そ
し
る
、
但
し
人
を
蓋
言
す
る

こ
と
は
な
し
、
人
の
本
な
ど
を
借
て
返
す
こ
と
な
し
、
な
く
す
こ

と
あ
り
、
正
直
に
返
さ
ず
、
玄
徳
は
人
の
本
を
う
る
、
術
中
に
人

を
お
と
し
、
姦
多
し
、
但
書
物
を
よ
む
御
尋
な
ら
ば
、
安
長
玄
徳

の
外
江
戸
に
は
な
し
。

森
は
右
の
玄
徳
を
桂
山
元
簡
の
父
で
あ
る
藍
渓
元
惠
の
こ
と
と
み
な

し
て
い
る
が
、
多
紀
安
長
が
桂
山
元
簡
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
に

し
て
も
、
こ
こ
に
言
う
玄
徳
は
医
学
館
官
立
化
の
際
に
講
師
を
拝
命
し

「
よ
し
の
冊
子
』
医
家
関
連
記
事
（
一
）

は
じ
め
に

町

泉
寿
郎

た
杉
浦
玄
徳
の
こ
と
と
考
え
る
べ
き
で
、
そ
れ
は
同
書
の
他
条
に
お
い

て
藍
渓
元
恵
が
多
紀
安
元
ま
た
は
広
寿
院
と
記
さ
れ
、
元
恵
・
元
徳
・

玄
徳
と
は
記
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
以
下
に
示
す
ご
と
く
、
同

書
に
見
え
る
幕
府
医
官
を
は
じ
め
と
す
る
医
家
関
係
記
事
は
、
実
に
二

百
条
に
上
る
。
過
去
の
医
史
学
研
究
上
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
機
会
で
あ

っ
た
森
に
よ
る
同
書
の
検
討
が
、
甚
だ
不
十
分
な
も
の
に
終
っ
た
こ
と

を
知
る
の
で
あ
る
。
森
の
意
図
を
付
度
す
れ
ば
、
同
書
の
記
事
が
酷
評

的
な
も
の
暴
露
的
な
も
の
が
多
い
こ
と
を
偉
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
こ
こ
に
敢
え
て
資
料
と
し
て
掲
げ
る
の
は
、
同
書
の
記
事

が
次
の
二
つ
の
意
味
に
お
い
て
、
幕
府
医
学
館
の
研
究
に
有
意
義
と
考

え
る
か
ら
で
あ
る
。

一
つ
に
は
、
医
学
館
関
係
の
資
料
と
し
て
従
来
知
ら
れ
て
い
る
も
の

が
幕
末
期
に
偏
重
し
て
お
り
、
医
学
館
が
官
立
化
さ
れ
た
寛
政
期
の
資

料
と
し
て
は
「
幕
府
医
学
館
秘
要
録
」
（
『
医
談
』
自
六
六
号
至
八
二
号
、
一

九
○
一
’
○
三
年
）
が
知
ら
れ
る
ほ
か
蓼
々
た
る
現
状
で
あ
る
の
を
、
「
よ

し
の
冊
子
』
が
大
き
く
前
進
さ
せ
得
る
こ
と
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
本
書
が
寛
政
の
改
革
の
断
行
者
で
あ
る
時
の
老
中
首

班
松
平
定
信
の
命
を
う
け
て
、
隠
目
付
、
隠
密
が
収
集
し
た
情
報
を
、

定
信
の
側
近
水
野
為
長
が
記
録
し
て
随
時
定
信
の
呈
覧
に
供
し
た
も
の

で
あ
る
た
め
、
記
事
の
内
容
が
事
実
か
否
か
と
い
う
点
に
留
保
の
余
地

を
残
し
つ
つ
も
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
記
事
が
確
実
に
時
の
為
政
者
の

耳
目
に
達
し
、
施
策
前
の
判
断
材
料
と
な
り
、
或
は
施
策
後
の
世
上
の

反
応
を
見
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
改
革
政
治
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
点
に
あ
る
。
よ
っ
て
、
幕
政
改
革
全
体
の
動
き
の
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中
で
、
と
り
わ
け
幕
府
の
教
学
政
策
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
医
学
館

官
立
化
の
意
義
を
考
察
す
る
上
で
、
同
書
の
記
事
は
有
効
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
公
文
書
か
ら
は
窺
い
得
な
い
医
官
各

人
の
性
格
や
拙
捗
に
と
も
な
う
感
情
の
動
き
ま
で
を
、
体
裁
を
整
え
な

い
俗
語
ま
じ
り
の
聞
き
書
き
の
記
事
が
生
々
し
く
伝
え
て
い
る
点
が
貴

重
で
あ
る
。

記
事
は
耳
目
に
入
っ
た
ま
ま
、
日
時
を
追
っ
て
記
録
さ
れ
て
お
り
、

あ
る
程
度
の
分
量
に
達
し
た
時
点
で
冊
子
体
に
し
て
定
信
に
提
出
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
天
明
七
年
六
月
十
九
日
の
定
信
老
中
首
班
就

任
時
か
ら
辞
職
時
の
寛
政
五
年
七
月
二
十
三
日
ま
で
の
約
六
年
強
の
間

に
合
計
一
六
八
（
乃
至
一
六
九
）
回
の
呈
覧
が
行
わ
れ
て
お
り
、
各
記
事

の
は
じ
め
に
呈
覧
次
数
と
起
筆
年
月
日
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に

お
い
て
は
各
記
事
の
は
じ
め
に
く
〉
に
入
れ
て
示
し
た
。
医
家
関
連

記
事
を
見
出
せ
な
い
呈
覧
次
の
次
数
と
起
筆
時
を
示
し
た
と
こ
ろ
が
あ

る
の
は
、
前
回
の
記
事
の
執
筆
時
期
の
下
限
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

先
に
翻
刻
さ
れ
た
「
随
筆
百
花
苑
」
第
八
・
九
巻
（
中
央
公
論
社
、
一

九
八
○
’
八
一
年
）
に
依
拠
し
た
が
、
ま
ま
医
家
人
名
そ
の
他
に
誤
読
が

あ
り
、
国
会
図
書
館
の
原
本
に
当
た
っ
て
適
宜
修
正
し
た
箇
所
が
あ
る
。

し
か
し
原
本
に
あ
る
誤
字
、
当
て
字
は
こ
れ
を
改
め
た
り
い
ち
い
ち
注

記
し
た
り
し
な
か
っ
た
。
漢
字
は
新
字
体
を
用
い
、
俗
字
・
異
体
字
は

通
行
字
に
改
め
た
。
読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
句
読
点
、
濁
点
、
訓
読
点

を
補
っ
た
。

一
袖
崎
、
宗
仙
院
に
逢
、
西
下
に
て
御
執
政
誠
に
結
構
の
御
事
也
。

し
か
し
大
都
会
に
ハ
馬
鹿
も
あ
り
利
口
も
あ
り
、
色
々
が
江
戸
一
一
て
候

も
の
を
、
石
で
手
を
組
た
る
様
に
て
ハ
い
か
ゴ
致
し
候
も
の
か
と
相
咄

し
、
宗
仙
院
も
い
か
様
と
の
ミ
答
置
候
よ
し
。
宗
仙
院
も
心
腹
に
ハ
左

様
と
存
候
様
子
と
隆
庵
申
き
。
律
義
篤
行
の
人
斗
御
用
有
之
候
故
、
は

た
ら
き
有
ま
じ
く
杯
と
申
唱
候
よ
し
。

〈
一
天
明
七
年
六
月
十
九
日
よ
り
〉

〈
二
天
明
七
年
八
月
十
七
日
よ
り
〉

一
生
野
寿
軒
根
ギ
シ
’
一
住
、
宮
様
ノ
諸
大
夫
ノ
娘
ヲ
貰
ブ
・
根
岸
ノ
通
リ

モ
ノ
ナ
ド
堅
云
説
ア
リ
。

一
大
八
木
伝
庵
、
医
書
の
事
御
尋
之
時
、
大
二
御
答
グ
ヅ
ー
ｒ
、
い
た
し

候
由
。

外
科

一
村
山
元
格

一
山
田
宗
円
山
田
大
助
ノ
跡
也
。
療
治
モ
無
し
之
ロ
ク
ノ
ｒ
、
、
ダ
ル
異
物

也
。

〈
記
日
な
し
〉

杉
田
玄
伯
ノ
弟
子
、
酒
井
修
理
殿
ノ
医
師
村
上
殿
ノ
甥
也
、

家
業
出
情
ト
云
、
一
コ
ロ
ハ
至
テ
放
蕩
、
療
治
ハ
相
応
ナ

ヘ
川
ノ
０
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御
尋
之
外

一
御
番
よ
り
御
褒
美
二
寄
合
二
被
二
仰
付
一
候
吉
田
元
卓
、
其
人
シ
カ

ト
シ
ラ
ズ
、
療
治
ハ
至
テ
ョ
シ
。
峯
岸
春
庵
、
書
物
ハ
よ
め
ね
ど
も
療

治
ハ
出
情
を
ス
ル
也
。
実
二
出
情
ノ
者
ハ
此
両
人
。
只
今
書
物
を
よ
ミ

療
治
出
情
す
る
は
御
番
二
て
杉
浦
玄
徳
、
山
本
宗
英
。
二
人
ト
モ
人
物
甚

ア
シ
塾
・
玄
徳
ハ
姦
多
シ
。

一
峯
岸
春
庵
ハ
ビ
ン
ボ
ウ
、
朴
実
、
家
業
出
精
、
療
治
相
応
ニ
ア
リ
。

但
書
物
ョ
メ
ズ
。

一
世
間
一
統
ナ
ラ
シ
テ
薬
ノ
呑
テ
ノ
ア
ル
、
下
手
上
手
ヲ
論
セ
ズ
、

宗
仙
院
也
。
千
寿
院
ハ
ホ
ン
’
一
薬
ヲ
呑
人
少
ナ
シ
・
宗
仙
院
ホ
ド
モ
書
物

ハ
ョ
メ
ズ
。
多
紀
安
元
、
大
八
木
伝
庵
、
森
雲
頑
、
橘
隆
庵
、
池
原
雲

洞
今
療
治
ヲ
ス
ル
・
其
内
自
分
ニ
テ
上
手
ノ
気
デ
居
ハ
伝
庵
也
。
ケ
ッ
カ

（
マ
マ
）

一
多
紀
安
長
書
物
ヲ
ョ
ム
ハ
才
ホ
ド
ハ
ナ
シ
。
姦
ハ
ナ
ヶ
レ
ド
モ
大
放

蕩
。
父
安
元
卜
父
子
ノ
間
ョ
シ
・
妻
ヲ
カ
ヘ
ス
ト
キ
支
度
金

モ
小
袖
も
返
サ
ズ
、
ム
セ
ウ
ニ
人
ヲ
ソ
シ
ル
・
但
し
人
ヲ
謹

言
ス
ル
コ
ト
ハ
ナ
シ
。
人
ノ
本
ナ
ド
ヲ
借
テ
返
ス
コ
ト
ナ

シ
、
ナ
ク
ス
コ
ト
ア
リ
、
正
直
二
返
サ
ズ
・
玄
徳
ハ
人
ノ
本

ヲ
ウ
ル
、
術
中
二
人
ヲ
オ
ト
シ
姦
多
シ
・
但
書
物
ヲ
ョ
ム
ヲ

御
尋
ナ
ラ
バ
、
安
長
玄
徳
ノ
外
江
戸
ニ
ハ
ナ
シ
。

一
小
普
請
二
て
熊
谷
玄
理
但
シ
隠
居
か
。
至
極
深
志
に
療
治
ス
ル
ョ

、
、
》

一
沙
汰
能
律
義
二
放
蕩
ノ
ナ
キ
ハ
栗
本
元
格
。
療
治
出
情
也
。
私
ハ
療

治
サ
ヘ
頼
ム
モ
ノ
ア
ラ
バ
裏
店
へ
ナ
リ
ト
モ
参
ウ
ト
云
。
久
保
此
右
衛

門
気
二
入
。
大
ノ
謙
遜
家
也
。

ウ
人
ハ
安
元
。
人
二
銭
ヲ
遣
ハ
セ
タ
ガ
ル
ハ
雲
頑
。
隆
庵
ハ
ー
ト
通
り
。

雲
洞
ハ
人
ワ
ロ
シ
。
雲
洞
放
蕩
ノ
沙
汰
。
隆
庵
ハ
下
ヤ
シ
キ
好
。
小
ケ

イ
者
ヲ
コ
ノ
ム
ナ
レ
ド
モ
近
頃
屋
シ
キ
芸
者
モ
ャ
メ
ル
。

一
小
ブ
シ
ン
山
崎
宗
運
、
針
医
、
療
治
出
情
、
大
通
人
ノ
ョ
シ
。
田

安
奥
ニ
テ
ハ
袖
崎
片
岡
観
喜
院
ナ
ド
大
ノ
信
仰
。

一
御
城
内
奥
向
療
治
伝
庵
多
シ
。
次
二
安
元
、
雲
頑
、
隆
庵
同
じ
。
他

所
も
先
同
様
か
。

一
御
本
丸
奥
ニ
テ
ハ
坂
幽
元
、
同
俊
達
、
針
功
者
ノ
ョ
シ
・
間
島
瑞
珀

眼
功
者
。
針
前
川
玄
徳
ハ
悪
ト
ウ
、
悴
モ
ワ
ル
シ
。
親
ガ
死
テ
運
ヲ
開

夕
卜
云
。

一
小
児
医
師
山
添
煕
春
院
、
当
世
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
療
治
ヲ
出
精
、
心

ガ
ケ
ョ
シ
。
篠
崎
卜
庵
よ
し
。
少
し
仲
間
沙
汰
ア
シ
蚤
・
田
舎
モ
ノ
也

卜
云
。
書
物
中
ク
ラ
ヒ
、
害
ハ
ョ
シ
。

一
小
普
請
ニ
田
井
玄
長
。
本
草
功
者
、
人
朴
実
、
小
普
請
医
者
ノ
格
、

一
代
切
ノ
御
医
師
。
尤
当
時
二
代
メ
。
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一
坂
幽
玄
父
子
先
達
而
奥
向
へ
取
入
、
色
々
取
次
事
杯
仕
候
所
、
此

節
ハ
お
く
れ
候
や
、
ひ
し
と
相
止
候
様
子
之
よ
し
。
溝
口
相
模
守
も
右

之
通
の
よ
し
。

一
橋

一
村
山
が
手
先
一
一
て
人
ノ
善
悪
を
聞
出
し
候
ハ
篠
崎
卜
庵
、
杉
田
玄

伯
の
よ
し
。
右
ノ
両
医
少
し
も
隙
ア
レ
バ
村
山
へ
参
り
、
夜
中
も
閑
談

仕
候
由
。
篠
崎
も
世
間
広
く
付
合
申
候
由
。
併
人
の
コ
ト
を
め
っ
た
に

受
合
杯
ハ
致
し
不
し
申
候
が
、
ひ
ょ
っ
と
能
人
と
存
付
候
と
む
せ
う
二
能

言
こ
と
癖
二
御
座
候
由
。
尤
卜
庵
ハ
橋
邸
御
子
様
方
の
御
七
也
。

一
御
番
医
師
勝
本
桃
仙
小
児
リ
ャ
ウ
ヂ
ヲ
頗
ル
ス
ル
也
。
先
ヅ
御
番
ナ

ド
ニ
テ
是
等
モ
情
ヲ
出
ス
。

岡
田
清
助
甥
が
主
治
、
岡
田
後
見
ヲ
シ
テ
居
ル
。
二
百
俵
計
米
ア
リ
卜

云
。
村
山
氏
ナ
ド
ノ
咄
二
橋
邸
へ
出
ハ
ス
マ
イ
カ
ト
タ
ヅ
ヌ
・
答
二
外
ナ

ラ
バ
出
ハ
セ
マ
イ
ガ
、
一
シ
ナ
ラ
バ
出
ヤ
ウ
モ
シ
レ
ヌ
ト
挨
拶
ス
ル
、

岡
田
云
、
一
橋
ハ
オ
モ
シ
ロ
キ
ト
云
が
、
書
付
ガ
タ
ビ
ノ
、
出
ス
ギ
ル

ト
云
。
岡
田
キ
斎
ホ
ド
ノ
学
力
ハ
ナ
シ
。
親
類
ヲ
三
軒
後
見
ヲ
ス
ル
。

一
栗
本
元
格
天
下
晴
て
の
犬
食
の
事
。
森
西
倫
敷
紙
に
包
大
八
木
腹

ヲ
立
た
事
。

〈
三
天
明
七
年
九
月
三
日
よ
り
〉

〈
四
記
日
な
し
〉

一
此
間
御
前
二
て
御
医
師
へ
御
酒
井
御
料
理
等
被
レ
下
候
由
。
小
森
西

一
柴
野
彦
助
先
達
而
痢
病
を
相
煩
、
此
節
段
々
快
方
ニ
ハ
候
へ
共
、
い

ま
だ
座
敷
ノ
中
も
ろ
く
ノ
、
歩
行
難
し
成
よ
し
。
此
度
公
義
へ
被
二
召
出
一

候
御
内
意
、
牧
野
よ
り
阿
波
殿
へ
御
内
意
御
ざ
候
二
付
、
出
府
可
し
致
候

処
、
右
之
仕
合
故
難
二
罷
出
一
よ
し
。
舂
二
も
成
可
一
一
罷
出
一
之
沙
汰
。
尤

彦
助
懸
り
申
候
医
師
ハ
福
井
良
輔
と
申
候
医
師
。
右
医
師
も
達
て
留
申

一
深
津
弥
市
、
酒
井
八
左
衛
門
、
落
合
郷
八
去
ル
八
日
二
御
小
納
戸
一
一

被
二
仰
付
一
候
二
付
、
宗
仙
院
、
拙
者
杯
人
ノ
評
判
ヲ
仕
候
ハ
ヱ
コ
ヒ
イ
キ

ナ
ク
高
諭
也
と
自
慢
仕
候
。
誠
に
四
罪
シ
テ
天
下
明
か
也
と
申
候
御
政

事
と
申
候
よ
し
。

一
橘
宗
仙
院
田
安
へ
罷
出
候
節
、
島
村
惣
左
衛
門
と
暫
く
咄
候
二
付
、

此
節
ハ
越
中
守
様
御
世
話
も
余
程
行
届
、
世
上
も
治
り
難
し
有
事
と
申

候
へ
（
、
惣
左
衛
門
申
候
ハ
、
私
共
ハ
ヒ
ャ
／
、
と
あ
ん
じ
居
候
由
申

候
由
。
宗
仙
院
申
候
に
ハ
島
村
ハ
御
幼
年
か
ら
の
御
馴
染
故
、
格
別
二
御

晶
眉
二
思
ハ
る
シ
で
あ
ら
ふ
が
、
中
々
越
中
様
を
（
御
あ
ん
じ
申
事
ハ

ナ
イ
。
只
御
丈
夫
二
い
た
し
度
も
の
と
申
候
よ
し
。

倫
と
申
候
奥
御
医
師
泊
番
ノ
由
。
自
分
ノ
敷
紙
を
出
候
て
被
し
下
候
御

菓
子
の
真
中
（
左
注
「
饅
頭
か
」
）
其
外
色
々
沢
山
右
の
敷
紙
へ
包
申
候
処
、

大
八
木
伝
庵
見
答
大
二
腹
を
立
、
上
よ
り
被
し
下
候
御
菓
子
を
自
分
斗
沢

山
取
候
ハ
不
届
と
申
候
て
、
既
二
喧
嘩
初
り
可
レ
申
候
所
、
橘
隆
庵
取
さ

へ
候
て
相
済
候
よ
し
。

〈
六
天
明
七
年
十
一
月
よ
り
〉
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一
山
崎
宗
運
利
口
も
の
療
治
は
能
い
た
し
候
由
。
先
年
ハ
放
蕩
の
人
、

今
は
療
治
出
情
ノ
由
。
先
達
而
よ
り
円
諦
院
様
へ
御
療
治
被
一
仰
付
一
、

御
出
入
い
た
し
候
。
袖
崎
ノ
召
仕
候
部
屋
方
の
療
治
を
い
た
し
、
袖
崎

ハ
こ
と
の
外
ひ
い
き
の
由
。
片
岡
頼
母
の
母
な
ど
を
専
栫
へ
候
由
。
療

治
出
情
故
寄
合
二
て
も
致
度
杯
と
宗
仙
院
杯
も
申
候
由
。
元
ハ
放
蕩
に

て
十
八
通
人
の
内
二
有
し
之
よ
し
。

〈
八
天
明
八
年
一
月
一
日
よ
り
〉

一
甲
府
勤
番
組
頭
薬
師
寺
次
郎
左
衛
門
、
此
度
御
代
替
之
御
祝
儀
ニ

江
戸
へ
罷
出
候
由
・
尤
組
頭
ハ
両
人
出
候
事
の
よ
し
・
右
薬
師
寺
ハ
前
々

よ
り
能
人
物
と
申
候
よ
し
。
薬
師
寺
ハ
橘
宗
仙
院
分
知
の
よ
し
。
宗
仙

院
ハ
千
石
の
高
に
有
膿
之
候
処
、
右
薬
師
寺
へ
三
百
石
分
知
い
た
し
候

由
。
宗
仙
院
も
元
薬
師
寺
氏
の
由
。
右
次
郎
左
衛
門
当
時
宗
仙
院
の
長

屋
二
旅
宿
い
た
し
居
候
由
。
鑓
ハ
名
人
の
よ
し
。

候
由
。
彦
助
未
髪
も
結
不
レ
申
、
爪
も
切
不
レ
申
由
。
中
々
道
中
無
二
心
元
一

二
付
、
右
良
助
よ
り
止
申
候
趣
、
阿
波
守
殿
へ
も
吾
付
見
せ
申
候
由
。
右
之

趣
を
以
公
儀
へ
被
二
仰
達
一
候
由
。
何
卒
来
春
二
も
相
成
出
府
仕
候
様
一
一

も
被
二
仰
付
一
候
ハ
ゴ
難
し
有
可
レ
奉
レ
存
と
申
候
サ
ダ
。
右
医
良
助
ハ
学

者
之
大
医
の
よ
し
。
弟
も
源
助
と
申
候
て
北
野
ノ
辺
二
田
地
ヲ
買
て
耕

し
て
暮
候
由
。
教
授
を
い
た
し
隠
者
二
御
座
候
よ
し
。

〈
七
天
明
七
年
十
二
月
十
三
日
よ
り
〉

一
橘
宗
仙
院
申
候
ハ
、
鈴
木
清
兵
衛
ハ
西
下
を
し
く
じ
っ
た
と
申
沙

汰
だ
が
左
様
歎
と
尋
候
二
付
、
或
人
ノ
答
ニ
シ
ク
ジ
リ
の
サ
ダ
も
承
不
レ

申
候
が
、
心
術
の
事
を
も
御
伝
授
可
し
仕
と
申
上
候
故
、
柔
術
ハ
格
別
、

心
術
の
事
を
御
伝
授
一
一
ハ
及
不
レ
申
と
御
挨
拶
御
座
候
杯
ノ
事
ハ
外
一
｜

て
承
り
申
候
が
、
シ
ク
ジ
ッ
タ
と
申
候
事
ハ
承
不
レ
申
と
挨
拶
致
し
候

へ
（
、
情
兵
衛
も
此
節
ハ
と
ふ
に
御
役
替
で
も
致
し
そ
ふ
ナ
者
成
が
、

今
二
御
沙
汰
ナ
キ
故
に
や
、
情
兵
衛
も
御
恨
申
と
い
ふ
サ
ダ
が
有
。
尤
柔

術
ハ
功
者
で
ア
ロ
フ
が
西
下
杯
の
御
心
中
を
（
存
じ
ま
い
。
オ
レ
ラ
ハ

祖
採
学
デ
ハ
ア
レ
共
随
分
西
下
の
御
様
子
を
存
て
オ
ル
。
オ
イ
ラ
ヲ
御

ア
イ
シ
ラ
ヒ
被
し
成
と
ハ
違
う
。
天
下
に
一
人
も
恨
ミ
の
ナ
イ
様
二
被
し

成
た
い
モ
ノ
ダ
。
先
年
御
信
仰
被
し
成
た
清
兵
衛
だ
か
ら
、
今
御
見
捨
被

レ
成
様
で
ハ
ワ
ル
イ
。
西
下
の
御
心
中
を
存
じ
て
お
ら
（
御
恨
も
申
マ

イ
が
、
中
々
清
兵
衛
杯
ハ
小
人
の
処
が
ア
ル
。
此
御
時
節
杯
御
評
判
も

よ
け
れ
（
、
夫
を
難
し
有
と
オ
レ
ラ
ハ
存
て
居
と
申
候
由
。

〈
九
天
明
八
年
一
月
二
十
六
日
よ
り
〉

〈
十
一
天
明
八
年
二
月
十
七
日
よ
り
〉

一
多
紀
安
元
御
七
二
被
二
仰
付
一
候
由
。
是
ハ
随
分
宜
キ
人
二
て
学
問

も
相
応
二
有
し
之
、
正
直
二
て
御
ざ
候
由
。
息
子
安
長
と
違
ひ
、
人
ノ
事

を
あ
ち
ら
で
ハ
能
い
ひ
こ
ち
ら
に
で
ハ
あ
し
く
い
ふ
様
ナ
者
で
ハ
な
き

よ
し
。

一
安
元
ハ
随
分
よ
い
も
の
だ
と
橘
父
子
も
ほ
め
申
候
よ
し
。
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〈
十
二
天
明
八
年
三
月
四
日
よ
り
〉

一
大
塚
五
郎
兵
衛
（
大
助
弟
）
著
述
之
害
二
夕
通
り
、
井
彦
助
を
誹
り

申
候
害
一
冊
、
目
黒
道
琢
を
相
頼
入
二
御
覧
一
申
度
由
申
候
由
。
彦
助
を

誹
り
申
候
害
を
（
道
琢
も
断
を
申
相
返
し
候
由
。
右
害
之
大
意
ハ
、
彦

助
ハ
外
様
ノ
家
来
、
自
分
ハ
公
儀
へ
出
う
ち
の
者
、
其
上
彦
助
は
疎
学

自
分
ハ
達
学
、
何
れ
二
も
自
分
ハ
被
二
召
出
一
う
ち
の
も
の
、
大
助
事
親
戚

を
捨
、
他
人
の
彦
助
を
推
挙
仕
候
は
薄
情
至
極
、
詰
ら
ぬ
事
と
立
腹
い

た
し
候
由
。
右
仲
、
三
吾
杯
迄
を
彦
助
ビ
イ
キ
ト
誹
り
候
様
二
聞
へ
申
候

由
。
能
々
残
念
二
御
ざ
候
也
、
右
之
理
屈
を
岡
井
郡
大
夫
宅
マ
デ
参
候
て

咄
候
由
。
至
極
不
し
堪
レ
論
男
ノ
よ
し
。

〈
十
三
天
明
八
年
三
月
十
六
日
よ
り
〉

一
松
田
魏
丹
田
安
よ
り
三
人
扶
持
か
五
人
扶
持
か
被
し
下
候
と
申
沙

一
奥
医
師
放
蕩
に
て
療
治
無
し
之
面
々
ハ
此
節
あ
ぶ
な
い
物
と
サ
ダ

〈
一
川
天
明
八
年
三
月
二
十
六
日
よ
り
〉

仕
候
由
。

〈
十
六
天
明
八
年
四
月
十
日
よ
り
〉

〈
二
十
天
明
八
年
七
月
よ
り
〉

一
此
節
も
御
番
医
師
仲
間
振
廻
杯
ヲ
大
造
二
為
し
致
さ
ん
か
、
申
合

せ
不
し
宜
よ
し
ノ
サ
タ
い
た
し
候
よ
し
。
一
橘
隆
庵
ニ
ノ
丸
へ
被
二
仰
付
一
候
節
ハ
、
父
宗
川
院
も
大
二
心
面
白

か
ら
ず
お
ど
り
立
候
よ
し
。
お
れ
ハ
今
迄
久
し
き
勤
故
其
内
に
ハ
あ
し

一
針
科
奥
医
者
前
川
玄
徳
ハ
元
来
悪
物
元
気
を
振
ひ
候
男
の
由
。
此
き
事
も
有
ふ
が
、
悴
ハ
ア
ノ
通
り
出
情
い
た
し
勤
候
二
、
此
度
ニ
ノ
丸
へ

節
ハ
頭
巾
を
冠
り
十
手
を
さ
し
、
心
易
同
心
と
一
所
二
廻
り
、
人
杯
を
っ
押
下
ら
れ
候
事
ハ
不
便
の
事
也
。
お
れ
が
代
り
た
い
と
申
候
由
。
外
々

か
ま
へ
候
事
を
た
の
し
ミ
に
仕
候
よ
し
。
｜
－
て
取
さ
た
に
も
気
の
毒
が
り
候
由
。
宗
川
院
事
橋
邸
二
て
先
達
而
ハ
御

汰
○

一
杉
浦
玄
徳
申
候
ハ
、
此
様
ナ
文
明
ノ
世
二
成
て
ハ
、
お
れ
ら
も
奥
へ

で
も
入
そ
ふ
な
も
の
と
自
分
二
て
申
候
由
。

〈
十
七
天
明
八
年
Ⅲ
月
二
十
四
日
よ
り
〉

〈
十
九
天
明
八
年
六
月
二
十
七
日
よ
り
〉

一
杉
浦
玄
徳
去
冬
頃
迄
ハ
文
明
の
世
に
相
成
難
レ
有
事
と
悦
居
候

所
、
此
節
ハ
散
々
立
腹
い
た
し
、
白
川
侯
も
依
枯
品
眉
斗
で
甚
宜
敷
ナ

イ
と
小
言
申
候
沙
汰
。
是
ハ
先
年
御
出
入
も
仕
り
、
其
上
三
吾
、
右
仲

杯
も
久
し
き
付
、
近
且
又
、
自
分
も
本
を
読
申
候
事
故
、
奥
医
師
ヘ
ハ

早
速
な
ら
ふ
と
存
候
所
、
何
と
も
沙
汰
無
し
之
故
、
小
言
を
申
候
サ
ダ
。

一
御
目
見
医
師
御
広
敷
廻
り
鴨
池
道
跡
、
金
子
ノ
事
二
付
人
を
切
候

田
。
右
道
跡
も
一
体
人
物
よ
る
し
か
ら
ざ
る
よ
し
。
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一
日
向
陶
庵
を
西
下
へ
召
シ
御
療
治
御
頼
被
レ
遊
候
由
。
是
も
又
奥

医
師
に
て
も
成
か
と
申
候
よ
し
。

〈
二
十
七
天
明
八
年
八
月
三
十
日
よ
り
〉

〈
二
十
八
天
明
八
年
九
月
七
日
よ
り
〉

一
宗
川
院
も
今
一
｜
て
ハ
宅
二
て
三
味
せ
ん
等
も
ひ
か
せ
不
し
申
、
勿
論

此
度
隆
庵
二
丸
へ
被
二
仰
付
一
候
て
も
少
し
も
不
勤
杯
ハ
致
さ
ぬ
が
よ

い
と
随
分
出
情
の
よ
し
。

〈
二
十
一
よ
り
二
十
四
ま
で
敵
〉

〈
二
十
五
天
明
八
年
八
月
十
一
日
よ
り
〉

一
多
紀
安
元
同
役
へ
申
候
二
、
当
春
済
急
方
之
儀
二
付
、
小
笠
原
若
州

ヲ
以
て
相
願
候
処
、
早
速
拝
借
相
済
、
滝
川
よ
り
被
二
申
渡
一
、
三
月
中

拝
借
の
事
相
済
申
候
。
尤
御
金
ハ
い
ま
だ
其
節
ハ
不
し
被
し
下
候
へ
共
、

御
礼
二
御
老
若
へ
相
廻
り
申
候
が
、
玄
関
二
て
申
置
候
て
宜
く
候
哉
、
そ

ふ
も
成
ま
い
か
、
や
は
り
申
置
候
て
可
レ
然
哉
と
、
同
役
へ
申
談
じ
も
仕

候
よ
し
の
さ
た
。

内
外
共
宜
し
く
候
所
、
近
頃
ハ
表
向
ハ
よ
け
れ
共
、
奥
向
ハ
不
し
宜
故
、

此
度
之
儀
も
偏
に
一
橋
の
御
影
也
、
橋
邸
も
表
裡
の
被
し
成
方
と
申
候

由
。
尾
州
水
戸
二
て
ハ
宗
川
院
内
外
共
宜
し
き
由
。
水
戸
杯
二
て
御
酒
の

御
相
手
杯
一
一
出
、
人
物
の
御
尋
杯
も
御
ざ
候
事
有
し
之
よ
し
。

〈
二
十
六
天
明
八
年
八
月
十
九
日
よ
り
〉

一
一
昨
年
竣
明
院
様
御
大
病
二
至
り
候
節
、
若
年
寄
酒
井
飛
騨
守
殿

御
宅
へ
日
向
陶
庵
、
若
林
慶
春
両
人
被
二
召
呼
一
、
知
行
被
二
召
上
一
御
暇

被
二
下
置
一
候
。
武
家
療
治
は
不
二
相
成
一
、
下
町
療
治
ハ
勝
手
次
第
と
被

二
仰
渡
一
候
由
。
然
る
処
先
日
西
下
へ
陶
庵
被
二
召
呼
一
、
御
家
中
療
治
杯

可
レ
被
二
仰
付
一
由
被
二
仰
聞
一
候
二
付
、
陶
庵
殊
の
外
難
し
有
が
り
、
仙
台

細
川
其
外
先
達
中
出
入
仕
候
屋
敷
へ
、
此
度
越
中
様
よ
り
武
家
療
治
御

免
被
二
仰
付
一
候
旨
を
吹
聴
に
参
り
候
由
。
就
レ
右
仙
寿
院
、
伝
庵
杯
是
ハ

越
中
殿
に
ハ
如
何
の
御
取
斗
候
や
。
慶
春
、
陶
庵
両
人
共
武
家
療
治
御

免
に
被
二
仰
付
一
な
ら
（
、
町
奉
行
か
ら
成
共
右
之
趣
両
人
へ
被
二
仰
渡

一
そ
ふ
ナ
も
の
じ
や
。
若
年
寄
の
御
宅
で
武
家
療
治
ハ
な
ら
ぬ
と
一
旦

被
二
仰
渡
一
た
も
の
を
、
其
筋
か
ら
御
免
も
な
く
、
陶
庵
を
御
屋
敷
へ
御

呼
被
レ
成
、
夫
二
て
武
家
療
治
御
免
と
陶
庵
も
触
歩
行
候
て
ハ
、
公
法
を

一
奥
医
師
へ
療
治
言
出
し
候
様
二
と
被
二
仰
付
一
候
由
。
是
ハ
面
白
被
二

仰
出
一
也
と
さ
た
仕
候
由
。
寄
合
御
番
医
師
へ
も
被
二
仰
出
一
そ
ふ
な
物

と
さ
た
仕
候
よ
し
。

虚
説

一
日
向
陶
庵
西
下
へ
被
し
召
御
懇
意
之
御
意
御
座
候
二
付
、
若
林
敬
順

大
二
歎
息
仕
、
同
様
の
陶
庵
斗
被
し
為
し
召
候
て
ハ
御
偏
頗
二
御
座
候
。
ど

ふ
ぞ
お
れ
も
西
下
へ
被
し
為
し
召
度
も
の
じ
や
と
申
候
由
。
敬
順
ハ
狐
遣

ひ
の
由
。
沙
汰
不
し
宜
候
。
陶
庵
も
療
治
ハ
仕
候
へ
共
、
諸
侯
方
の
女
隠

居
と
姦
通
仕
候
さ
た
も
御
座
候
由
。
人
物
ハ
不
し
宜
候
由
。
西
下
へ
被
し

召
候
事
故
、
又
々
奥
医
師
へ
成
で
あ
る
ふ
と
さ
た
仕
候
よ
し
。

〈
二
十
九
天
明
八
年
九
月
十
五
日
よ
り
〉
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御
破
り
被
し
成
候
様
に
相
成
、
如
何
ナ
も
の
じ
や
。
先
達
て
の
被
二
仰
渡

一
の
事
を
い
さ
ゐ
二
御
聞
被
レ
成
ぬ
も
し
れ
ぬ
申
候
由
。
田
沼
の
家
来
を

御
抱
な
さ
ろ
ふ
と
被
二
仰
遣
一
た
と
ハ
違
ふ
と
申
候
よ
し
。

一
奥
医
者
療
治
数
を
書
出
し
候
様
被
二
仰
出
一
候
は
、
一
向
療
治
不
し

仕
奥
医
師
ハ
此
已
後
寄
合
二
も
被
二
仰
付
一
で
あ
ら
ふ
と
銘
々
二
臆
説
仕

候
由
。
療
治
数
書
出
し
は
偽
を
申
立
候
事
ハ
決
而
有
し
之
間
敷
候
へ
ど

（
マ
マ
）

も
其
内
に
苦
し
さ
の
余
り
に
少
々
ハ
唾
を
申
立
も
可
し
有
し
之
か
、
是
等

ハ
隠
密
の
入
そ
ふ
な
事
と
沙
汰
仕
候
よ
し
。

一
宗
仙
院
、
仙
圭

仙
、
隆
庵
な
ど
相
志

直
瀬
養
安
院
、
岡
圭

一
番
数
多
き
よ
し
。

〈
三
十
天
明
八
年
九
月
二
十
一
日
よ
り
〉

一
奥
医
師
療
治
数
被
二
仰
出
一
候
二
付
、
中
一
一
ハ
大
に
困
り
候
も
の
御

ざ
候
よ
し
。
曲
直
瀬
、
岡
甫
庵
、
栗
元
瑞
見
ハ
一
人
も
療
治
有
し
之
間
敷

と
人
々
存
申
候
由
。
併
曲
直
瀬
ハ
ニ
タ
月
計
病
気
一
｜
て
引
込
居
り
、
此
節

出
勤
の
よ
し
。
よ
い
申
訳
が
有
と
申
候
よ
し
。

一
テ
リ
ア
カ
多
紀
安
元
へ
制
法
被
二
仰
付
一
候
由
。
是
ハ
ま
む
し
を
台

に
て
製
法
仕
候
物
故
、
伊
奈
攝
津
守
の
支
配
所
へ
申
付
、
所
々
二
て
ま
む

し
を
と
ら
せ
候
よ
し
。

宗
仙
院
、
仙
寿
院
、
煕
春
院
、
卜
庵
、
安
元
、
雲
貞
、
伝
庵
、
良

隆
庵
な
ど
相
応
に
病
人
可
し
有
し
之
由
。
一
向
療
治
ナ
キ
医
者
ハ
曲

養
安
院
、
岡
甫
庵
、
栗
本
瑞
見
の
よ
し
。
雑
科
に
て
は
馬
島
瑞
珀

〈
三
十
一
天
明
八
年
九
月
二
十
九
日
よ
り
〉

（
マ
マ
）

一
奥
医
師
療
治
数
書
出
候
様
一
一
、
養
安
院
ハ
平
生
ハ
一
人
も
療
治
無
二

御
座
一
候
へ
共
、
猶
又
幸
二
七
月
十
日
よ
り
病
気
一
｜
て
引
込
居
候
付
、
私

義
は
病
気
二
罷
在
候
二
付
一
人
も
療
治
無
二
御
座
一
候
と
申
立
候
処
、
御

小
納
戸
頭
取
の
挨
拶
に
、
御
尤
だ
が
し
か
し
七
月
朔
日
よ
り
十
日
迄
之

内
に
、
御
親
類
方
杯
之
内
に
二
三
人
ハ
療
治
さ
し
っ
た
も
有
そ
ふ
ナ
も

の
だ
。
夫
を
（
書
出
し
た
が
よ
か
ろ
ふ
。
併
此
方
が
無
理
に
な
い
療
治

を
有
よ
ふ
に
書
出
せ
と
御
さ
し
図
申
で
ハ
ナ
イ
と
申
候
由
。
是
ハ
利
口

ナ
ル
談
し
方
じ
や
と
評
判
仕
候
由
。
岡
甫
庵
ハ
一
人
も
療
治
無
二
御
座
一

候
処
、
此
度
急
に
坂
俊
達
内
々
世
話
を
仕
り
、
き
の
毒
ナ
事
だ
と
て
御

広
敷
二
病
用
五
六
人
も
出
来
候
由
。
療
治
数
多
き
ハ
雑
科
間
島
瑞
珀
と

申
サ
ダ
。

一
丹
波
笹
山
の
城
主
青
山
下
野
守
殿
行
状
宜
候
由
。
国
元
二
て
家
老

茶
湯
を
致
し
、
下
野
守
殿
を
招
請
い
た
し
候
所
、
下
野
殿
被
し
申
候
は
、

茶
湯
ハ
江
戸
杯
二
て
ハ
付
合
も
有
し
之
候
儘
、
無
し
拠
茶
湯
杯
致
候
も
宜

候
へ
共
、
在
所
二
て
ハ
何
一
一
て
も
相
応
の
慰
も
出
来
候
事
、
無
用
に
可
レ

仕
由
被
し
申
候
て
、
茶
湯
の
座
敷
も
打
穀
し
候
様
被
一
一
申
付
一
候
由
。
其
後

も
右
の
家
老
又
々
能
を
い
た
し
可
レ
申
由
招
請
い
た
し
候
由
。
こ
の
家

老
全
体
箸
侈
成
も
の
シ
よ
し
。
籾
能
を
十
番
い
た
し
候
積
に
て
二
番
程

い
た
し
候
所
、
下
野
守
殿
被
し
申
候
ハ
、
至
極
面
白
ハ
候
へ
共
、
も
は
や

見
申
候
二
及
不
レ
申
候
。
夫
よ
り
ハ
時
の
政
事
で
も
談
じ
可
レ
申
候
。
い
づ

れ
一
一
も
君
臣
和
申
候
て
政
事
を
取
斗
ひ
候
事
が
第
一
也
と
て
、
能
を
も
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留
ら
れ
政
事
の
儀
な
ど
申
談
じ
候
ら
ハ
れ
候
由
。
且
又
家
中
の
医
師
を

大
勢
呼
れ
、
医
業
の
事
被
レ
間
候
処
、
何
も
答
候
事
出
来
不
し
申
二
付
、
下

野
殿
被
し
申
候
ハ
、
差
当
り
挨
拶
出
来
兼
候
も
尤
二
候
。
諸
士
の
者
で
も

武
士
の
勤
方
し
ら
ぬ
者
も
多
有
し
之
候
二
付
、
医
者
二
て
医
業
を
存
じ
申

さ
ぬ
も
武
士
の
武
芸
を
存
じ
申
さ
ぬ
も
同
じ
事
也
。
夫
故
呰
ハ
致
さ
ぬ
。

乍
レ
去
急
に
出
情
致
候
て
も
上
達
致
候
事
も
成
り
申
間
敷
候
間
、
一
向

に
還
俗
可
し
仕
候
。
か
様
に
申
候
ハ
ヌ
い
か
な
る
答
か
と
存
可
レ
申
候
へ

共
、
医
師
二
て
医
業
を
存
不
レ
申
候
て
ハ
誠
に
役
に
立
不
レ
申
、
武
士
の
武

芸
を
知
ぬ
に
は
お
と
り
候
事
二
候
問
、
還
俗
致
し
候
へ
（
、
相
応
に
召
仕

か
た
も
有
し
之
候
間
、
無
一
一
心
置
一
致
二
還
俗
一
可
レ
申
候
。
必
ズ
叱
候
杯
二

て
ハ
無
し
之
候
。
そ
れ
が
両
だ
め
也
と
被
し
申
候
二
付
、
医
師
共
恐
入
候

由
。一

先
日
橘
宗
仙
院
の
番
之
所
へ
御
小
人
目
付
参
り
、
薬
師
寺
次
郎
左

衛
門
の
人
物
を
承
り
申
候
由
。
そ
れ
を
宗
仙
院
承
り
、
次
郎
左
衛
門
ハ

ア
ノ
通
り
の
偏
屈
ナ
堅
イ
男
だ
か
ら
、
よ
も
や
ワ
ル
イ
事
で
隠
密
が
来

ハ
せ
ま
い
。
定
め
て
よ
い
評
判
で
も
有
て
来
た
事
で
あ
る
ふ
。
籾
々
御

時
節
柄
と
て
有
が
た
い
事
だ
。
ど
ふ
ぞ
夫
が
誠
で
江
戸
へ
き
て
少
し
も

立
身
で
も
致
し
た
な
ら
（
、
次
郎
左
衛
門
も
本
望
も
た
り
、
且
ハ
此
方

も
年
頃
の
念
頃
の
心
願
が
叶
ふ
様
ナ
も
の
だ
。
若
立
身
で
も
し
た
ら
此

方
が
身
代
を
半
分
遣
し
て
勤
さ
せ
て
も
よ
い
・
籾
々
難
し
有
イ
事
だ
、
ど

ふ
ぞ
江
戸
へ
来
て
少
し
で
も
立
身
さ
せ
た
い
事
だ
と
申
候
よ
し
。

一
橘
宗
仙
院
ハ
養
子
の
よ
し
。
先
々
の
宗
仙
院
、
享
保
中
三
百
石
御

加
増
被
レ
下
都
合
千
石
二
可
レ
被
二
仰
付
一
御
内
意
御
座
候
二
付
、
右
を
御

断
申
上
其
か
ハ
リ
、
弟
に
薬
師
寺
二
郎
左
衛
門
と
申
も
の
御
座
候
、
是

に
三
百
石
被
し
下
候
へ
と
相
願
申
候
二
付
、
薬
師
寺
家
へ
三
百
石
被
し
下

候
由
。
橘
も
薬
師
寺
も
昔
の
高
氏
の
家
来
薬
師
寺
の
家
に
候
へ
共
、
其

薬
師
寺
よ
り
正
統
仕
候
は
当
時
の
薬
師
寺
の
由
。
今
の
宗
仙
院
ハ
養
子

故
血
脈
ハ
絶
申
候
由
。
今
の
宗
仙
院
も
殊
外
親
類
思
ひ
二
て
、
此
度
薬
師

寺
召
候
二
付
、
内
心
不
し
怪
悦
、
少
し
も
立
身
仕
候
ハ
ヌ
、
ミ
ん
な
此
家

を
明
渡
し
て
も
よ
い
と
悦
び
居
り
申
候
よ
し
。

一
御
筆
拝
見
二
出
申
候
煕
舂
院
、
宗
仙
院
杯
申
候
一
一
ハ
、
御
料
理
出
申

候
が
ニ
ノ
膳
を
御
付
不
し
被
し
成
候
ハ
御
時
節
柄
を
御
含
ミ
と
相
見
え

申
候
。
そ
し
て
御
料
理
ハ
至
て
御
念
の
入
た
事
だ
。
何
事
も
御
細
や
か

に
御
心
の
付
事
だ
と
申
候
よ
し
。

一
宗
仙
院
懇
意
の
者
へ
お
い
ら
が
様
ナ
隙
ナ
法
印
も
、
是
見
ヤ
レ
此

手
紙
を
と
、
久
太
夫
、
丹
司
よ
り
の
手
紙
を
見
せ
、
手
透
な
ら
（
御
馴

身
故
拝
見
ニ
参
れ
と
被
一
仰
下
一
義
難
し
有
事
と
甚
大
悦
の
よ
し
。
其
上
御

一
内
蔵
頭
殿
に
も
中
御
ざ
で
酒
を
飲
れ
候
よ
し
。
殊
の
外
う
ま
い
酒

じ
や
と
誉
被
レ
申
候
由
。
橘
宗
仙
院
杯
も
心
中
に
籾
々
う
ま
い
御
酒
だ
。

し
か
し
世
上
へ
酒
の
事
ハ
色
々
む
つ
か
し
く
御
言
付
杯
を
御
出
し
被
し

成
て
、
そ
し
て
内
で
此
様
ナ
う
ま
い
酒
を
御
飲
せ
な
さ
る
事
ハ
な
い
と

存
候
よ
し
。
当
日
の
御
献
立
御
床
錺
迄
く
ハ
し
く
書
付
に
い
た
し
貰
、

宅
へ
帰
候
て
き
っ
と
記
し
置
申
候
よ
し
の
サ
ダ
。
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一
森
雲
貞
ハ
奥
医
師
一
番
療
治
言
出
し
多
御
座
候
由
。
万
八
も
有
が

合
点
ゆ
か
ぬ
と
申
候
さ
た
も
御
座
候
由
。
多
紀
安
元
ハ
別
紙
相
副
差
出

候
由
。
何
を
書
た
か
し
れ
ぬ
、
大
方
療
治
の
な
い
御
医
者
の
穴
ヲ
言
て

御
呰
な
ど
を
書
て
上
た
か
し
ら
ぬ
と
申
候
よ
し
。

勝
手
へ
も
参
候
事
重
々
有
が
た
い
と
、
け
し
か
ら
ず
悦
び
申
候
よ
し
。

〈
三
十
二
天
明
八
年
十
月
八
日
よ
り
〉

一
宗
仙
院
の
家
来
（
譜
代
用
人
の
よ
し
）
文
左
衛
門
と
申
も
の
実
体
も

の
鼻
よ
し
。
右
文
左
衛
門
、
薬
師
寺
を
誉
さ
せ
候
と
、
日
本
に
人
な
き

様
二
ほ
め
申
候
よ
し
・
此
節
薬
師
寺
召
候
を
承
り
、
雀
躍
い
た
し
悦
び
候

よ
し
。

一
先
年
御
医
師
へ
療
治
の
御
尋
有
し
之
候
節
、
一
向
療
治
無
二
御
座
一

候
者
を
（
改
易
二
被
二
仰
付
一
候
由
。
此
度
ハ
ど
ふ
成
か
、
定
て
寄
合
位
で

済
で
あ
ら
ふ
と
申
サ
ダ
。

一
清
水
二
て
此
度
医
者
へ
講
尺
被
二
仰
付
一
候
由
。
奥
二
て
内
講
な
ら

（
格
別
の
事
、
表
講
釈
を
医
者
へ
被
二
仰
付
一
候
は
間
違
成
事
也
。
清
水

小
十
人
ニ
堀
口
孫
右
衛
門
と
申
柤
來
学
者
御
座
候
間
、
是
へ
や
は
り
集

註
に
て
講
尺
被
二
仰
付
一
た
な
ら
（
よ
か
ら
ふ
に
、
柘
植
が
ア
マ
リ
文
盲

ゆ
へ
取
計
が
ワ
ル
イ
と
沙
汰
仕
候
よ
し
。

一
去
廿
日
宗
仙
院
宅
二
て
仲
間
引
き
渡
し
御
座
候
由
。
前
々
引
渡
し

に
ハ
も
よ
り
の
同
役
参
候
事
の
よ
し
。
師
匠
番
ハ
沼
間
頼
母
二
て
早
朝

ナ
シ
ル

よ
り
参
り
候
二
付
、
昼
時
頃
菜
汁
一
一
八
は
い
ど
ふ
ふ
に
て
飯
を
出
申
候

処
、
頼
母
挨
拶
に
恭
は
候
へ
共
、
支
度
を
被
し
下
候
て
ハ
引
渡
之
御
風
儀

不
し
宜
候
と
申
て
、
決
て
受
不
レ
申
候
由
。
頼
母
用
人
へ
も
支
度
出
し
申

候
所
、
是
又
受
不
レ
申
由
。
引
渡
し
相
済
い
づ
れ
も
弁
当
を
遣
ひ
候
由
。

其
節
茶
を
出
し
候
斗
の
由
。
御
時
節
柄
と
ハ
乍
レ
申
、
籾
々
難
し
有
事
と

申
合
候
よ
し
。
先
年
ハ
引
渡
し
日
に
振
舞
廿
金
余
も
掛
り
申
候
処
、
去

年
角
南
主
膳
御
徒
頭
二
被
二
仰
付
一
候
迄
ハ
、
十
五
金
程
も
相
掛
り
申
候

由
。
此
間
平
賀
式
部
被
一
仰
付
一
候
節
ハ
、
其
日
の
諸
入
用
（
料
理
二
て
ハ

一
香
川
元
亨
、
安
芸
侯
の
出
入
医
師
、
至
て
惣
右
衛
門
信
仰
の
よ
し
。

伊
豆
侯
の
家
中
元
亨
を
甚
信
仰
の
者
御
座
候
よ
し
。
伊
豆
侯
、
元
亨
至

て
御
信
仰
二
て
学
問
も
能
、
医
者
も
能
と
こ
と
の
外
御
誉
御
座
候
由
。
惣

右
衛
門
著
述
の
害
に
元
亨
序
を
書
申
候
よ
し
。
其
序
に
平
賀
の
号
出
ず

ん
（
蒼
生
を
如
何
杯
と
耆
候
よ
し
。

一
橘
宗
仙
院
、
薬
師
寺
の
被
二
召
出
一
候
二
付
、
玄
関
使
者
の
間
書
院
を

明
渡
し
候
由
。
薬
取
杯
ハ
中
ノ
ロ
ヘ
廻
し
、
玄
関
杯
は
決
し
て
薬
の
匂

ひ
も
致
さ
ぬ
様
二
と
申
付
候
由
。
し
か
し
書
院
向
杯
ハ
、
御
徒
頭
の
書
院

に
致
し
て
も
恥
か
し
ぐ
ハ
有
ま
い
と
高
慢
い
た
し
候
よ
し
。

〈
三
十
四
天
明
八
年
十
月
二
十
四
Ｈ
よ
り
〉

〈
三
十
三
天
明
八
年
十
月
十
六
日
よ
り
〉
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一
平
賀
惣
右
衛
門
を
伊
豆
侯
御
信
仰
の
訳
ハ
、
伊
豆
侯
家
老
の
内
に

一
人
香
川
元
亨
を
至
極
信
仰
仕
候
者
御
座
候
て
、
右
の
者
伊
豆
侯
へ
元

亨
を
相
勤
候
二
付
、
先
達
て
よ
り
合
力
米
も
出
、
時
々
側
へ
寛
話
仕
候
よ

し
。
然
る
所
元
亨
、
平
賀
惣
右
衛
門
と
故
人
二
て
、
兼
て
ひ
ゐ
き
仕
居
候

一
一
付
、
一
日
侍
座
之
節
儒
者
咄
之
序
に
、
元
亨
、
平
賀
惣
右
衛
門
と
申
儒

者
ハ
当
時
日
本
第
一
の
儒
者
二
御
座
候
へ
共
、
隠
者
ゆ
へ
世
上
一
一
て
信
仰

仕
候
者
も
無
二
御
座
一
候
と
申
上
候
へ
ば
、
伊
豆
侯
其
儒
者
ハ
近
来
被
一

召
出
一
た
柴
野
彦
助
杯
と
ハ
ど
ふ
で
あ
ら
ふ
と
被
し
仰
候
由
。
元
亨
中
々

彦
助
杯
ハ
惣
右
衛
門
が
片
足
一
一
も
及
申
間
敷
と
申
候
由
。
伊
豆
侯
夫
ほ

ど
の
人
な
ら
パ
隠
者
二
て
朽
果
候
も
残
念
成
事
也
。
な
ん
と
江
戸
へ
出

る
様
に
ハ
成
ま
い
か
と
被
し
仰
候
由
。
元
亨
一
応
申
遣
し
見
可
レ
申
候
へ

共
、
中
々
出
府
ハ
仕
問
敷
と
申
候
由
。
其
時
の
書
翰
に
御
座
候
や
、
元

無
し
之
、
諸
事
少
ヅ
畠
入
用
ノ
由
）
金
三
両
の
よ
し
。
薬
師
寺
引
渡
候
日
に

ハ
金
一
両
二
分
に
て
相
済
申
候
よ
し
。
尤
御
道
具
（
御
陣
羽
織
三
十
）
持

運
の
御
小
人
杯
へ
少
々
料
理
二
て
も
出
申
候
哉
、
是
等
の
請
合
飯
田
町

に
居
申
候
清
水
屋
と
申
候
茶
屋
、
い
つ
で
も
御
徒
頭
の
振
舞
に
仕
出
仕

候
由
。
先
年
ハ
廿
両
も
取
候
処
、
一
両
二
分
取
候
と
清
水
屋
斗
ハ
大
腹

立
の
よ
し
。
御
徒
頭
の
引
渡
御
医
師
の
宅
で
御
座
候
は
古
今
は
じ
め
て

と
申
候
サ
ダ
。

一
宗
仙
院
も
誠
に
家
を
起
し
、
此
上
も
な
き
難
し
有
事
と
落
涙
い
た

し
、
立
て
も
居
て
も
あ
り
が
た
が
り
候
よ
し
。

〈
三
十
五
天
明
八
年
十
月
二
十
八
日
よ
り
〉

ソ
レ

亨
よ
り
房
父
不
し
出
其
如
一
一
蒼
生
何
一
と
申
遣
候
由
。
惣
右
衛
門
返
事
一
一
、

別
来
廿
年
余
足
下
虚
実
を
詳
に
せ
ず
、
僕
ヲ
御
勧
め
候
へ
共
僕
ハ
出
候

て
も
上
の
御
用
二
立
不
レ
申
候
、
僕
が
可
し
申
と
存
候
事
ハ
国
本
論
に
い

さ
ゐ
尽
お
り
候
と
申
越
候
由
。
其
後
著
述
等
伊
豆
公
の
御
覧
に
入
候
処
、

伊
豆
侯
御
幼
年
よ
り
侍
読
仕
候
進
藤
宇
兵
衛
へ
御
見
せ
被
し
成
候
処
、

宇
兵
衛
元
来
人
を
誉
候
事
至
極
好
キ
故
至
て
惣
右
衛
門
を
誉
候
由
。
就
レ

右
弥
御
手
前
へ
御
招
待
被
し
成
度
よ
し
被
二
仰
遣
一
候
二
付
、
然
ば
江
戸
見

物
な
が
ら
出
府
可
し
仕
由
二
て
出
府
仕
候
由
。
初
め
ハ
百
日
も
逗
留
仕
候

積
り
之
所
、
達
て
左
伝
一
部
を
読
仕
舞
候
様
二
御
頼
二
付
、
三
年
程
も
逗

留
の
積
に
相
成
り
、
妻
子
を
も
呼
寄
候
由
。
初
め
出
府
仕
候
節
、
経
済

の
事
御
尋
一
一
付
、
認
候
者
を
も
差
出
候
よ
し
。
私
経
済
ハ
政
談
、
経
済
録

を
取
捨
仕
候
事
二
御
ざ
候
。
当
時
さ
し
あ
た
り
之
義
ハ
御
当
地
不
案
内

二
御
座
候
問
、
即
時
ニ
ハ
申
上
兼
候
と
気
根
二
著
述
を
仕
、
別
而
左
伝
専

門
に
て
、
春
秋
集
菱
と
申
を
二
冊
見
せ
本
に
印
行
仕
候
処
、
右
之
内
ニ
ア

マ
リ
大
言
御
座
候
て
評
判
不
し
宜
故
か
、
此
説
絶
板
仕
候
共
申
候
。
一
体

の
人
物
ハ
沈
黙
二
て
、
学
者
二
出
会
候
て
も
学
問
咄
ハ
ー
向
不
レ
仕
候

由
。
芝
居
の
咄
杯
ハ
好
ミ
候
よ
し
。
伊
豆
侯
の
俄
に
御
信
仰
に
有
し
之
惣

右
衛
門
も
は
じ
め
辞
退
、
後
に
ハ
長
逗
留
仕
候
様
に
相
成
候
故
か
、
世

間
の
評
判
不
し
宜
候
。
尤
儒
者
仲
間
ハ
妬
心
も
有
し
之
候
。
な
ら
し
て
評

し
候
処
、
皆
川
文
蔵
、
古
屋
十
次
郎
の
類
に
て
、
一
家
の
見
識
を
た
て

候
積
り
二
御
座
候
へ
共
、
詰
る
所
ハ
祖
侠
の
余
毒
を
受
候
も
の
二
御
座

候
。
三
人
の
内
文
才
ハ
皆
川
勝
れ
、
異
説
ハ
古
屋
甚
し
く
、
平
賀
ハ
文

才
異
説
も
両
人
程
に
ハ
無
一
一
御
座
一
候
へ
共
、
気
根
ハ
よ
る
し
き
男
と
相

見
え
申
候
。
先
年
仕
候
世
説
索
解
杯
と
申
耆
ハ
頗
ル
人
の
笑
を
来
し
申
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一
奥
医
者
へ
御
内
々
奥
御
年
寄
よ
り
、
も
は
や
上
に
ハ
御
十
六
に
被
し

為
し
成
候
間
、
御
女
中
杯
御
側
へ
御
近
付
申
候
て
ハ
如
何
二
可
し
有
し
之
歎

と
内
談
御
座
候
所
、
奥
医
者
一
統
二
其
儀
ハ
い
ま
だ
御
早
く
被
し
為
し
在

候
間
、
御
無
用
二
奉
レ
存
候
と
申
上
候
由
。
其
後
宗
仙
院
一
人
ハ
、
少
々

ハ
男
女
の
御
情
も
御
動
キ
被
し
遊
候
も
御
尤
二
奉
レ
存
候
間
、
御
女
中
御

近
付
被
し
遊
候
て
も
不
し
苦
儀
二
も
奉
レ
存
候
と
申
候
よ
し
。
右
二
付
煕
春

院
ハ
、
此
方
と
不
一
一
申
合
一
に
一
人
で
そ
ふ
い
ふ
た
ハ
宗
仙
院
に
も
詰
ら

ぬ
と
立
腹
い
た
し
候
よ
し
。

候
。
一
体
諸
説
を
集
め
其
中
一
｜
て
折
衷
仕
候
事
を
好
ミ
申
候
。
頼
弥
太
郎

も
初
め
惣
右
衛
門
二
習
候
と
申
沙
汰
御
ざ
侯
。
当
時
伊
豆
侯
よ
り
十
五

口
合
力
米
御
ざ
候
よ
し
。

一
橋
邸
へ
宗
仙
院
罷
出
候
節
、
薬
師
寺
の
事
を
委
く
御
尋
御
座
候
て
、

引
渡
し
等
に
親
類
出
席
仕
候
か
、
夫
杯
を
も
委
し
く
御
聞
被
し
成
、
其
上

薬
師
寺
が
屋
敷
ハ
ど
ふ
す
る
、
三
代
已
前
の
薬
師
寺
が
江
戸
に
ゐ
た
時

分
ハ
ど
こ
が
屋
敷
で
有
た
と
御
尋
御
座
候
二
付
、
宗
仙
院
も
御
挨
拶
ニ
困

り
、
自
分
も
甚
不
案
内
故
右
出
席
の
親
類
の
名
面
を
も
忘
レ
、
且
又
屋

敷
の
事
御
尋
御
座
候
付
、
い
ま
だ
中
々
屋
敷
杯
の
沙
汰
に
ハ
相
掛
り
不
し

申
と
申
上
候
へ
（
、
色
む
ら
孫
左
衛
門
が
屋
敷
な
ど
が
よ
か
ら
ふ
と
御

意
御
座
候
よ
し
。

〈
三
十
六
天
明
八
年
十
一
月
二
日
よ
り
〉

〈
三
十
七
天
明
八
年
十
一
月
六
日
よ
り
〉

〈
四
十
一
天
明
八
年
十
一
月
十
九
日
よ
り
〉

一
阿
波
侯
の
出
入
医
師
二
何
ノ
玄
育
と
申
者
御
ざ
候
由
。
芝
三
嶋
町

辺
二
罷
在
候
由
。
右
玄
育
西
下
様
を
け
し
か
ら
ず
御
誉
申
上
、
古
今
未
曽

有
の
御
方
聖
人
也
と
申
上
候
由
。
阿
州
の
御
隠
居
悪
逆
相
募
り
、
家
中

一
統
大
難
義
大
案
事
二
御
ざ
候
処
、
越
中
様
よ
り
阿
州
の
家
老
を
被
二
召

呼
一
、
御
深
慮
之
趣
被
二
仰
聞
一
候
二
付
、
御
隠
居
の
悪
逆
も
相
止
、
家
中

一
統
有
が
た
が
り
候
由
。
若
西
下
の
御
内
盧
も
無
し
之
候
ハ
守
、
阿
州
の

家
ハ
滅
亡
二
も
可
し
有
一
一
御
座
一
候
処
、
西
下
御
内
慮
二
て
諸
万
人
助
り
候

と
不
し
怪
御
誉
申
候
由
。
右
玄
育
、
閲
と
竹
の
唐
画
を
認
候
よ
し
。
口
筆

な
ど
二
て
も
仕
候
て
蘭
竹
ハ
よ
く
し
た
壁
め
候
由
。
右
医
者
の
発
句
に

へ
君
が
代
や
四
方
に
五
シ
の
は
な
の
春

此
五
ッ
の
花
ハ
梅
鉢
の
よ
し
、
当
年
よ
り
ハ
又
々
来
年
ハ
豊
年
也
と
西

下
を
御
誉
申
上
候
発
句
の
よ
し
。

一
右
阿
州
候
の
出
入
医
師
玄
育
儀
ハ
、
柴
野
彦
助
杯
二
も
念
頃
の
よ

し
、
学
問
も
有
し
之
俳
譜
等
い
た
し
、
人
物
も
能
医
業
も
よ
ろ
し
き
由
。

芝
辺
二
て
随
分
は
や
り
候
さ
た
。

一
京
都
よ
り
医
師
福
井
竜
助
を
近
々
之
内
召
候
よ
し
。
先
御
番
医
師

二
被
二
仰
付
一
、
二
百
俵
被
レ
下
候
由
。
来
年
二
相
成
三
百
俵
被
レ
下
、
奥

医
師
二
相
成
候
由
の
さ
た
。
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一
松
田
魏
楽
ハ
本
多
侯
一
一
も
至
て
御
信
仰
の
よ
し
。

〈
四
十
四
天
明
八
年
十
二
川
二
十
日
よ
り
〉

〈
四
十
五
寛
政
元
年
一
月
一
日
よ
り
〉

一
旧
冬
十
五
日
、
奥
医
者
居
眠
一
｜
て
被
二
仰
渡
一
御
座
候
由
。
と
か
く
町

医
者
陪
臣
医
師
の
内
か
ら
被
二
召
出
一
で
あ
ら
ふ
・
奥
医
師
被
二
仰
付
一
者

が
在
そ
ふ
な
と
、
御
目
見
医
師
共
杯
人
々
撰
び
二
あ
た
り
た
が
り
候
て

僥
倖
仕
り
居
候
よ
し
。
小
野
才
育
、
秋
山
元
端
な
ど
き
っ
と
出
や
う
と

申
さ
た
。
才
育
ハ
一
橋
、
元
端
ハ
西
下
じ
や
と
申
候
さ
た
の
よ
し
。
○

医
師
ハ
権
門
二
さ
へ
心
安
出
入
と
、
療
治
ハ
忽
殖
る
、
今
で
ハ
西
下
大
手

の
首
尾
が
よ
い
と
、
医
ハ
よ
く
は
や
る
と
申
候
サ
ダ
。

〈
四
十
六
蒐
政
元
年
一
月
十
四
日
よ
り
〉

〈
囚
十
七
寛
政
元
年
一
月
二
十
二
日
よ
り
〉

一
銀
座
の
手
代
去
冬
後
妻
を
入
候
所
、
連
来
候
娘
年
十
七
二
て
天
下

の
美
人
の
よ
し
。
右
娘
い
つ
の
間
に
か
懐
妊
仕
候
由
。
其
後
妻
の
亭
主

ハ
五
十
八
九
ノ
由
。
後
妻
の
連
来
し
娘
を
孕
せ
候
て
御
時
節
柄
不
埒
至

極
の
由
。
且
又
銀
座
ニ
居
り
候
御
目
見
医
師
芝
田
元
養
妻
、
内
弟
子
と
姦

〈
四
十
二
天
明
八
年
十
二
月
五
日
よ
り
〉

〈
四
十
三
天
明
八
年
十
二
月
十
三
日
よ
り
〉

一
松
田
魏
丹
の
実
父
、
地
理
に
委
し
き
由
。
藤
沢
要
人
の
相
使
両
番

一
頼
ま
れ
御
順
見
之
節
、
越
後
、
津
軽
、
蝦
夷
へ
も
参
候
よ
し
。

通
仕
り
、
元
養
二
毒
を
か
い
候
由
。
右
の
事
発
覚
仕
候
処
、
内
済
一
｜
て
済

セ
可
レ
申
由
二
取
斗
候
処
、
大
屋
承
知
不
し
仕
、
奉
行
所
沙
汰
二
相
成
可
レ

申
と
さ
た
仕
候
よ
し
。
先
達
而
元
養
娘
、
銀
座
へ
嫁
二
遣
候
所
、
右
娘
も

密
通
事
に
て
離
縁
致
候
由
。
其
娘
を
産
し
母
故
、
内
弟
子
共
姦
通
し
そ

ふ
な
事
也
。
い
づ
れ
二
も
元
養
ハ
は
や
り
医
者
｜
｜
て
身
代
ハ
能
御
ざ
候
へ

共
、
家
内
淫
奔
不
取
〆
故
、
此
後
も
公
儀
へ
被
二
召
出
一
事
ハ
出
来
ま
い
。

此
節
銀
座
町
二
て
こ
事
淫
奔
の
騒
動
御
ざ
候
ハ
、
ふ
し
ぎ
な
る
事
と
さ

た
仕
候
よ
し
。

一
前
川
玄
徳
と
か
く
不
取
〆
之
上
、
此
間
も
悴
と
自
分
の
六
尺
と
喧

嘩
を
い
た
し
候
処
、
悴
を
甚
打
榔
仕
、
斎
藤
三
右
衛
門
方
よ
り
鷲
を
入

て
差
越
申
候
烏
籠
の
中
へ
、
右
悴
を
入
候
て
折
濫
仕
候
由
。
且
又
聟
の

何
某
（
御
医
師
也
）
是
も
六
尺
へ
余
り
ぞ
ん
ざ
い
一
一
物
を
申
候
連
、
右
先

方
へ
遣
候
姉
を
取
か
へ
し
候
て
腹
立
候
よ
し
。
殊
外
六
尺
を
ひ
い
き
致

候
由
。
い
づ
れ
乱
心
の
さ
た
の
よ
し
。

〈
四
十
九
寛
政
元
年
二
月
四
日
よ
り
〉

一
奥
医
者
曲
直
瀬
養
庵
院
、
栗
元
瑞
元
ハ
迎
も
い
け
ぬ
事
と
手
前
よ

り
引
込
候
由
。
右
両
人
ハ
療
治
の
な
き
斗
二
て
悪
党
ニ
ハ
無
し
之
よ
し
。

右
両
人
が
引
込
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
外
の
悪
党
共
ハ
定
め
て
一
統
二
四
ッ

時
召
を
く
ふ
で
あ
る
ふ
が
、
其
内
前
川
玄
徳
ハ
小
ブ
シ
ン
入
二
て
も
不

し
被
二
仰
付
一
（
衆
評
感
服
す
ま
い
、
此
御
時
節
二
玄
徳
ハ
無
難
で
居
る
ハ

如
何
の
事
か
と
さ
た
仕
候
よ
し
。

〈
四
十
八
寛
政
元
年
一
月
二
十
六
日
よ
り
〉
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一
一
昨
年
、
多
紀
安
長
を
西
下
へ
召
、
医
者
の
事
御
尋
御
座
候
節
、

森
雲
禧
大
二
恐
レ
大
八
木
伝
庵
へ
、
私
杯
ハ
大
将
二
成
候
後
二
い
た
し
候

軍
学
故
今
以
行
届
兼
候
、
も
し
西
下
杯
よ
り
御
尋
も
御
座
候
て
ハ
大
二

困
り
可
し
申
と
咄
候
へ
（
、
伝
庵
、
私
杯
は
何
卒
御
尋
で
も
あ
れ
（
よ

い
、
平
生
の
理
屈
を
十
分
二
可
二
申
上
一
と
御
尋
を
待
居
り
候
、
叩
も
恐
ハ

不
し
致
候
と
自
慢
二
高
言
を
申
候
よ
し
。
此
節
雲
頑
、
安
元
杯
首
尾
宜
く

御
座
候
二
付
、
伝
庵
ハ
右
之
類
と
ハ
内
心
不
和
に
て
、
隅
二
目
を
持
居
候

心
持
之
よ
し
。

○
伝
庵
ハ
と
か
く
理
屈
好
二
て
格
式
を
吟
味
い
た
し
、
平
日
玄
関
帳
を

一
二
丸
御
医
者
部
や
御
本
丸
よ
り
兼
帯
致
候
内
ハ
、
朝
夕
酒
を
相
用

ひ
女
中
杯
も
入
込
酒
宴
二
斗
長
じ
居
り
、
御
用
人
小
笠
原
外
記
杯
一
同

一
一
酒
を
飲
騒
ギ
不
埒
至
極
之
処
、
去
年
二
丸
付
御
医
師
出
来
候
へ
（
、
右

体
之
事
厳
く
申
合
せ
相
止
、
此
節
ハ
い
か
様
二
隠
し
目
付
ニ
見
ら
れ
て
も

一
去
年
冬
小
川
町
橘
宗
仙
院
門
前
辻
番
へ
御
小
人
目
付
両
人
参
り
、

此
方
に
薬
師
寺
次
郎
左
衛
門
殿
御
同
居
之
由
。
右
次
郎
左
衛
門
殿
家
来

中
に
ハ
甲
府
よ
り
附
来
候
者
も
可
し
有
し
之
候
間
、
甲
府
勤
番
の
河
井
喜

兵
衛
殿
と
申
人
の
風
聞
を
、
乍
一
一
世
話
一
聞
呉
候
様
二
と
相
頼
候
二
付
、
辻

番
人
宗
仙
院
用
人
江
右
之
事
相
頼
候
二
付
、
薬
師
寺
家
来
へ
承
合
、
河
井

の
風
聞
を
申
遣
候
へ
（
御
小
人
目
付
悦
び
候
て
か
へ
り
候
よ
し
。

よ
い
と
申
さ
た
。

〈
五
十
克
政
元
年
二
月
十
二
日
よ
り
〉

一
奥
医
師
曲
直
瀬
、
栗
本
、
岡
、
小
森
、
砧
仙
、
宗
意
、
安
仙
、
前

川
玄
徳
、
立
見
、
九
人
御
免
ト
申
さ
た
。
其
九
人
が
御
免
ニ
成
な
ら
（
意

伯
、
栄
元
も
御
免
ニ
成
そ
ふ
ナ
も
の
と
さ
た
仕
候
由
。
意
伯
ハ
療
治
を
仕

候
へ
共
至
て
詔
も
の
二
て
、
根
太
を
療
治
仕
候
事
も
、
自
分
ハ
う
ま
せ
申

度
見
込
二
て
も
、
先
キ
の
当
人
か
或
ハ
法
印
杯
の
内
二
て
う
ま
せ
ぬ
が

よ
い
、
直
る
が
よ
い
杯
申
候
へ
（
早
速
夫
二
付
、
私
も
兼
て
左
様
ニ
存
候

一
多
紀
安
元
、
今
の
踏
寿
館
の
外
二
又
学
校
を
建
、
御
医
者
二
学
問
を

為
し
仕
度
と
申
願
仕
候
由
。
尤
医
者
の
小
普
請
金
を
以
て
立
申
度
と
願

ノ
由
。

付
さ
せ
候
二
、
御
旗
本
を
（
何
様
御
出
と
附
さ
せ
、
御
三
家
御
三
卿
の
御

家
臣
を
（
何
殿
御
入
来
と
附
さ
せ
、
陪
臣
を
（
い
か
様
二
大
身
二
御
座
候

て
も
、
何
之
誰
参
上
と
附
さ
せ
候
由
。
右
様
格
式
ば
り
候
事
至
て
好
の

よ
し
、
し
か
し
以
前
奥
を
願
居
候
節
ハ
、
権
門
家
之
用
人
へ
は
美
さ
ま

を
文
通
二
も
害
候
よ
し
。
一
体
信
心
者
御
幣
か
つ
ぎ
に
て
、
心
ハ
ま
づ
愚

な
る
方
、
理
屈
道
義
を
称
し
居
候
。
此
節
ハ
町
奉
行
勘
定
奉
行
長
崎
奉

行
佐
渡
奉
行
の
類
ひ
な
ら
バ
ー
か
ど
勤
て
見
た
い
。
其
以
下
で
ハ
道
が

行
ハ
れ
ぬ
か
ら
い
や
じ
ゃ
と
申
居
候
由
。
経
済
を
至
て
自
負
仕
居
候
へ

共
、
中
井
情
太
夫
二
被
し
欺
、
質
直
達
才
の
人
と
称
美
致
居
候
位
二
御
ざ

候
。
中
井
情
太
夫
妻
病
気
之
節
、
伝
庵
療
治
二
参
候
処
、
夜
具
杯
木
綿
一
一

て
至
極
質
素
二
付
、
伝
庵
甘
心
致
し
、
時
々
見
舞
之
節
清
太
夫
と
地
形
の

咄
杯
致
し
、
段
々
経
済
を
論
じ
候
て
大
二
感
服
致
候
由
。
夫
故
中
井
を
本

多
侯
へ
推
候
よ
し
。
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杯
と
諮
候
男
の
よ
し
。
至
而
持
操
無
一
一
御
座
一
男
の
よ
し
。
し
か
し
格
別

二
罪
す
べ
き
事
も
無
二
御
ざ
一
候
よ
し
。

一
矢
ノ
根
大
蔵
と
申
浪
人
、
小
日
向
か
い
だ
い
町
二
療
治
の
看
板
を

出
し
、
馬
鹿
を
利
口
に
す
る
事
な
ど
相
認
め
候
由
。
先
達
而
町
奉
行
所

へ
召
捕
候
所
、
申
訳
相
立
其
儘
帰
候
由
。
此
間
松
紀
伊
殿
へ
又
々
被
二
召

捕
一
候
由
。
右
大
蔵
医
者
の
師
匠
山
田
意
任
と
申
も
の
、
先
達
而
坊
主
二

御
ざ
候
所
、
悪
事
仕
脱
衣
追
放
二
相
成
候
由
。
其
後
医
者
二
相
成
幻
術
を

仕
候
由
。
其
事
紀
伊
守
殿
へ
相
知
レ
補
手
の
同
心
遣
候
処
、
王
子
辺
の

辻
堂
二
夜
中
五
六
人
二
て
密
談
仕
居
候
由
。
其
五
六
人
皆
々
剣
術
な
ど
の

師
匠
杯
二
御
ざ
候
由
。
尤
意
任
入
牢
仕
候
由
。
大
蔵
も
入
牢
仕
候
由
。
大

蔵
ハ
牛
込
辺
同
心
の
子
供
の
よ
し
、
馬
鹿
成
や
っ
と
申
さ
た
。

〈
五
十
一
寛
政
元
年
二
月
十
八
Ｈ
よ
り
〉

〈
五
十
二
克
政
元
年
二
月
二
十
五
日
よ
り
〉

一
前
川
玄
徳
、
寄
合
二
被
二
仰
付
一
候
ハ
、
誠
二
御
時
節
柄
御
尤
成
事
と

公
論
感
腹
仕
候
よ
し
・
其
内
一
一
ハ
不
呑
込
二
て
、
前
川
を
寄
合
二
被
二
仰
付

一
、
其
跡
へ
御
入
被
し
成
人
が
有
そ
ふ
ナ
、
大
か
た
山
崎
宗
運
で
あ
る
ふ

杯
と
私
評
を
申
も
の
も
御
ざ
候
由
。

一
此
度
玄
徳
を
（
寄
合
被
二
仰
付
一
、
惣
奥
医
者
へ
御
心
付
之
御
書
付

出
候
二
付
一
同
二
安
心
有
が
た
が
り
候
由
。
宗
仙
院
杯
ハ
筆
頭
二
て
惣
体

を
懸
引
仕
候
処
、
只
今
迄
勤
居
り
候
役
二
た
蚤
ず
共
、
若
一
統
二
御
免
｜
一

も
相
成
候
へ
（
甚
恐
入
候
事
な
が
ら
、
中
に
ハ
未
熟
の
ミ
ニ
て
さ
し
た

る
答
も
無
し
之
者
共
も
御
ざ
候
二
付
、
い
た
ま
し
く
内
々
心
痛
仕
居
り
候

所
、
此
度
之
御
言
付
二
て
右
之
者
共
も
一
統
二
難
し
有
り
候
二
付
、
心
痛
も

と
け
難
し
有
事
と
申
候
由
。
曲
直
瀬
養
安
院
、
栗
本
瑞
玄
ハ
上
よ
り
御
訓

諭
も
御
座
候
ハ
ヌ
引
込
候
由
。
是
ハ
養
庵
ハ
取
持
の
ミ
二
か
鼻
り
居
り
、

其
上
高
禄
二
付
御
免
二
相
成
候
て
も
格
別
難
義
二
も
相
成
不
レ
申
、
瑞
元

ハ
悴
元
格
見
習
二
出
居
候
付
、
是
又
格
別
難
義
も
仕
間
敷
由
。
岡
甫
庵
、

小
森
西
倫
両
人
右
同
様
之
所
御
構
無
し
之
は
、
畢
寛
御
免
で
ハ
日
用
暮

し
方
も
相
成
申
間
敷
程
の
者
共
二
付
、
上
で
も
其
所
を
御
憐
慰
で
被
二
差

置
一
で
あ
る
ふ
。
籾
々
西
下
ハ
細
か
に
御
行
届
御
慈
悲
深
く
有
が
た
い

事
、
一
言
の
非
太
刀
も
入
ら
れ
ぬ
。
恐
入
た
と
宗
仙
院
申
候
由
。
前
川

も
若
外
の
者
二
も
寄
合
二
被
二
仰
付
一
も
の
が
有
な
ら
（
、
前
川
ハ
小
普

請
入
だ
ろ
ふ
が
、
前
川
一
人
故
二
寄
合
と
御
出
し
被
し
成
た
ろ
ふ
。
御
尤

至
極
一
々
理
二
あ
た
る
。
感
服
々
々
と
宗
仙
院
申
候
よ
し
。

〈
五
十
三
克
政
元
年
三
月
三
日
よ
り
〉

〈
五
十
五
寛
政
元
年
三
月
十
九
日
よ
り
〉

一
下
谷
辺
に
芦
奈
随
山
と
申
老
医
候
よ
し
。
右
の
者
家
柄
の
自
慢
を

い
た
し
、
西
下
の
奥
方
に
手
筋
御
ざ
候
て
、
越
中
様
の
御
耳
二
入
置
た
い

と
申
て
書
付
を
差
出
候
処
、
奥
向
よ
り
差
出
候
て
ハ
不
し
宜
候
間
、
表
の

役
人
よ
り
差
出
候
様
二
と
被
二
仰
付
一
、
密
柑
を
三
籠
献
じ
候
を
も
御
返

し
被
し
遊
候
由
。
右
老
医
家
柄
と
申
ハ
、
会
津
の
家
中
二
て
歴
々
成
と
自

慢
を
申
候
由
。
夫
を
越
中
様
の
御
耳
へ
入
た
連
も
何
の
訳
に
た
蚤
ぬ
事
。

山
が
有
で
あ
る
ふ
ば
か
も
の
と
さ
た
。
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一
橘
宗
仙
院
狂
歌
玄
徳
公
前
川
玄
徳
也

〈
五
十
六
寛
政
元
年
三
月
二
十
三
日
よ
り
〉

狂
副

と
い
ふ

哀
と
も
い
ふ
べ
き
人
ハ
ほ
蚤
ゑ
ミ
て
身
の
寄
合
に
な
る
ぞ
か
な
し
き

銅
泓
の
拝
借
を
し
た
の
ハ
甘
き
午
の
年
申
の
年
か
ら
き
や
っ
ノ
ｒ
、

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）
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